
令和７年度第１回新津第五圏域支え合いのしくみづくり会議 まとめ 

 
【日 時】令和７年７月７日（月）10:00～11:30 

【会 場】新津地区グリーンセンター 研修室 

【出席者】 

満日コミ協:小池事務局次長、新津東部コミ協:馬場福祉健康部委員、阿賀浦コミ協:坂口社会福祉部員、 

新関コミ協:山﨑会計、新津東部地区民児協:小林会長、新津阿賀浦地区民児協:山田副会長、NPO 法人たか

坪の会:上杉副理事長、包括にいつ日宝町:遠藤所長、秋葉区健康福祉課高齢介護担当:今井係長（行政担当者） 

秋葉区社協:秋山事務局長補佐、岡村 SC、米山地区担当、時田 SC 

 

１ 令和 6年度のふり返り 

テーマ ごみ出しにおける地域の助け合いについて 

〈滝谷町のごみ出し支援の概要〉 

・ごみ出し困難な方がおり、昨年検討会を重ね、今年度から開始した。 

・現在利用者は 3名、協力員は 2名で活動しており、とても助かったと話があった。 

 

〈飯柳のごみ出し支援の概要〉 

・自治会長が意欲的で、歳末見守り事業を通して地域の困りごとに対応するきっかけとなった。 

・ごみ出しに困って社協のふれあい福祉サービスの利用をはじめた方がおり、町内で検討することとした。 

・現在は利用者 2名、協力員 1名 自宅から遠い方の支援も行っており、少し負担に感じている。 

・6月開始だが 7月に入ってから回覧板で周知し、協力員の募集を行った。 

・協力員が増えるよう今後考えていきたい。 

 

〈意見交換〉 

・七日町は隣組がしっかりしており、困っている方がいる場合は、隣近所で助け合ってごみ出しをしているの 

で不自由していない。 

・昔は助け合っていたが、最近はつながりが弱くなっている。 

・自治会と民生委員で困っている方の情報共有が重要である。 

・最初から協力員を募集するのではなく、利用希望の方の近くの方にお願いをしていくと協力してもらいや 

すい。 

・滝谷町の民生委員からたか坪の会にごみ出しの相談があったが、支え合いのしくみづくり会議でテーマとな 

っていたため、構成員としては地域で取り組みが広められるとよいと考え、社協につないだ。 

・ヘルパー利用の方は前日にごみを出している。以前はシールを貼って前日に出していることを周知していた 

が、最近は町内での理解が進んできた様子。町内でのごみ出しも前日対応なども検討すると負担軽減につ 

ながると思う。 

・市のごみ出し支援事業は親族は対象外となっている。親族とはどこまでの範囲なのか。 

→明確にどこまでの範囲とは決まっていないが、子どもや孫、親戚等は対象外になる。詳しくは申請する際に 

確認してほしい。 

 

〈今後の動き〉 

・飯柳、滝谷町の動きを参考にニーズがあった際には、自治会・町内会へ働きかけを行い、個別に検討をすす

めていく。困っている声があった際には推進員に相談してほしい。 

・ごみ出しにおける地域の助け合いが広まっていくよう、構成員からも滝谷町や飯柳等の事例や助成金など 

の紹介、支え合いのしくみづくり会議の内容を各所属で情報共有等行ってほしい。 

→圏域のテーマとしては検討終了とする。 
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２ 令和７年度の取り組み 

テーマ 移動の課題について 

満日 

【今ある取り組み】 

〈買い物送迎支援〉 

・R5.３から癒しの里連絡協議会（満日の里、はさぎの里、けやき福祉園、ぶどう工房）とコミ協の 

連携で実施。癒しの里連絡協議会の送迎車、運転手で支援。利用者は現在９名。隔週火曜日実 

施、冬季間はお休み。対象は自力で歩ける方、認知症の方は対象外。 

・実施日の朝、会長が利用者に確認の電話を行い、大変さもあるがそのおかげでスムーズに運行 

できている。 

・施設も地域貢献という気持ちで実施してくれており、特に問題もない。 

・施設の利用者も一緒に乗って交流しながら行っており、地域の方と施設の利用者が関わりを持 

つことも目的の一つ。 

 

【課題】 

〈居場所〉 

・コミ協のサロンや講座は旧満日小学校で行っているが、送迎に課題がある。 

・買い物支援を始める時に、サロンへの送迎支援か買い物支援か検討したが、買い物の方がより 

生活に密着しているため買い物支援にした。 

・講座は介護予防などの内容が多いが、地区の歴史など内容によっては参加者が多いこともあ 

る。参加人数が 10人前後のこともあり、課題となっている。 

→月 2回買い物支援を行っているため、さらにサロン等への送迎を施設にはお願いできない。 

個人の車だと難しい面もあるため車を施設から借り、地域で運転手を募って支援できるか考 

えていきたい。 

 

【移動が課題となっている要因】 

・サロンに来る方は、自力で来るか乗り合って来ているが、皆さん高齢なため免許返納したり、人 

を乗せると事故が心配と家族から言われたりして難しい。 

・公共交通がない地域があり、利便性が悪い。 

・支え合いの気持ちが広まっていくとよい。 

新津東部 

【今ある取り組み】 

・たか坪の会で移動支援を行い、サロンに来たい方には送迎している。通院の依頼も多い。 

 

【課題】 

〈買い物〉 

・移動スーパーを利用しているが、やはりお店で選んで買いたいと思っている様子。 

・買い物は子どもに送迎してもらっている人が多い。 

・衣類や雑貨類は移動スーパーでは売っていないため、子どもに頼んでいる方が多いが、子ども 

が遠くに住んでいる方は買えなくて困っている。 

・夫が運転をしていたが認知症になったため、買い物に妻一人で行くようになり、車との接触事

故や転倒など危ないときがあった。 

〈居場所〉 

・サロンの参加者は徒歩か自転車で来ており、サロンに声をかけてもそこまでは行けないという 

方が多い。 

→事業者が関わってくれればありがたいが、住民や主催者でできることがあるか考えたい。 

・老人クラブの行事などに参加したいが移動手段がない方がいて検討していたが、本人も遠慮し 

てしまい支援まではできなかった。 

・困っているのを見せたくなくて出ない人もいるため、無理に誘わない方がよいと思う。どうして 

も困っている人がいれば考えていきたい。 

〈通院〉 

・下越病院の送迎車が週 1回しか来ないため、タクシーを使うことになるが、送迎の料金が医療 

費よりも高くなってしまう。 



新津東部 

【移動が課題となっている要因】 

・高齢化により支援の継続が難しい(たか坪の会) 

・サロン等の主催者での送迎も責任上の問題もあり難しい。 

→他地区の事例を参考にしていくとよいのでは。 

責任としては保険があるが、住民同士だと気持ちの面で割り切ることは難しく、運転する人の 

負担感や利用する側の遠慮にもつながっていく。 

・送迎の代金も高くなっている。 

・様々なニーズがあり、すべてを一緒に考えるのは難しいため、ニーズ把握が大切。 

阿賀浦 

【今ある取り組み】 

・移動販売スーパーはニーズが集まると来てくれた。 

 

【課題】 

〈買い物〉 

・さくら交通のバスを利用して新津まで買い物に行っている方もいた。 

〈居場所〉 

・免許返納後サロンに来れなくなると話していたが、それでも来たいと暑い中歩いてくる方もい 

て心配。だんだんと来るのが大変になってしまうかもしれない。 

〈通院〉 

・免許返納後の通院に困っている。タクシーを利用するとお金がかかる。 

 

【移動が課題となる要因】 

・免許返納後、移動手段がなくなり困る方が多い。 

新関 

【今ある取り組み】 

〈コミ協の行事〉 

・敬老会はタクシー送迎を希望者に行ったが、約半数の方から希望があった。タクシー代は行政 

からの補助金を活用し、コミ協で負担。 

〈公共交通〉 

・バス路線の変更を４，５年かけて行政に要望し、土手を走っていたが昨年から町内の中を通るル 

ートととなり、利便性があがった。フリーゾーンとして手を上げれば止まるところもある。 

・路線延長という形で、新津駅裏（ウオロク周辺）まで行けないか行政に要望を出すよう 

検討している。 

 

【課題】 

〈居場所〉 

・コミ協でサロンやっていたが、足の問題もありやめた。町内ごとにサロンを作ってもらうようコ 

ミ協から働きかけた。 

 

【移動が課題となる要因】 

・福祉施設に送迎できるか相談し、人手不足もあり車両のみの貸し出しなら可能。 

→コミ協も高齢化で運転手までは出せない。 

圏域 

【課題】 

〈買い物〉 

・自分でスーパーに行って買いたい方が多い、移動手段が少ない。 

〈居場所〉 

・サロンへは歩行が不自由になると行けなくなる。 

・国の健康と暮らしの調査によると新津第五圏域は友人と会う頻度、グループ活動や市民活動へ 

参加意欲の割合が市内でも低くなっており、移動手段の乏しさも影響していると思われる。 

・茶の間やサロンにおいて、参加者が限られていて行きたくても行けない人もいる。 

・サロンはフレイル予防など大事な場所である。以前、上越でコミ協単位に車が配置され、活用さ

れていると聞いたことがある。そういうことができるとよいのでは。 



圏域 

〈通院〉 

・通院の移動手段がなく、透析の患者はより困り感が強い。 

 

【移動が課題となる要因】 

・ケアマネジャーから運転免許返納後の移動手段が困るとの声がある。 

・薬局 4カ所、コンビニ４カ所、野菜直売所１カ所、大手のスーパーはないため徒歩で買い物は困 

難。移動販売は使いづらい様子。 

・JRの駅は 2カ所あるが運行本数少ないため、あまり使われていない。 

・路線バスは通勤、通学中心に走っているため、買い物に行きたい時には使いづらい。 

・病院１カ所、内科３カ所、眼科１カ所、耳鼻咽喉科１カ所、歯科１カ所。内科診療所が昨年 1件閉院 

し、より遠くの診療所紹介される。 

・行政で困っていると聞いて社会実験などを行ってみるが、うまく行かないことが多いため、本 

当に残していきたいものは使わないと残らない。 

・移動支援をやっている人に支援するのを考えていけるとよい。 

 

→今後どのように検討を進めていくかロードマップを作成し、次回の会議で提示していく。 

次回以降勉強会を行い、何ができるか検討していく。 


